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 要  旨 
  
 構造方程式モデリングは多変量解析手法の1つであり，近年様々な応用分野で用
いられている手法である。しかし，構造方程式モデリングは，個人差の特徴を捉
えることが難しい手法であるとも言える。性別や年齢などの情報が与えられてい
る場合には，多母集団同時分析を行うことによって大まかなグループ間の違いを
知ることができるが，教育に関するデータのように個人差の影響が強く出るよう
なデータの場合，モデル適合度の改善が難しい。そこで本研究では，構造方程式
モデリングにおける個人差の分析として，潜在クラスを導入し，その有用性につ
いて検討を行った。 
 潜在クラスを用いる解析方法として，本研究では潜在プロフィール分析を導入
した。潜在プロフィール分析は，観測変数が連続変数で潜在変数が離散変数であ
る潜在構造分析の一つである。観測変数の分布として混合分布を仮定し，クラス
数が未知であるとしてEMアルゴリズムを用いてパラメータの推定を行う。本研究
では，EMアルゴリズムのE-stepにおいて計算される， 番目の観測値 がタイム
ステップ で潜在クラス
n nx
m rに割り当てられる重み に着目した。従来 は
M-stepにおいてパラメータ計算のみに用いられ，その値自信が解析結果として評
価されることはなかった。しかし，個人が各クラスに属する確率 を用いるこ
とで，教育の品質向上を目的としたアンケート調査では個人差に対して重要な情
報を得ることができるため， を利用した個人差の解析を行う有用性は高いと
言える。 
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 また，潜在プロフィール分析の結果から得られる最適なクラス数は，モデル適
合度の尺度であるAICまたはBICの大きさによって通常決定するが，この判定基準
はデータが多変量正規分布に従っていることを前提としている。しかし，アンケ
ート調査から実際に得られたデータは多変量正規性が崩れていることが多い。そ
のようなデータに潜在プロフィール分析を行うと，潜在クラス数の増加と共にAIC
及びBICの単調減少傾向が出てくる。本研究ではこの改善案として主成分得点を用
いた解析方法を提案する。この結果，データがもつ情報のうち情報量の高い主成
分得点を使うことによってノイズをおとして解析を行ったほうが適切な潜在クラ
ス数が推定されることが分かる。また，シミュレーション実験によってAIC及びBIC
のクラス数に対する挙動を確認し，アンケートデータ等の質的な傾向の高いデー
タを用いた潜在プロフィール分析における解析精度の向上について検討した。 
 
